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2009年 東京海洋大学海洋工学部卒業
2014年 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科博士後期課程修了・博士（工学）
日本学術振興会特別研究員（DC2-PD）、
国立研究開発法人産業技術総合研究所産総研特別研究員、
東京工科大学助手、同助教を経て、
2020年より山口大学助教となる。

相田  紗織  助教
 Aida Saori

3次元立体視空間における
視覚情報処理過程の解明

・ 感覚・知覚・感性
・ 画像情報処理
・ バーチャルリアリティ
・ ニューラルネットワーク

３

立方体を観察した時の網膜像の差の模式図

次元空間での奥行きの知覚や数量の知覚がどのように処理され

ているかについての視覚特性を明らかにするための研究を行っ

ています。人間は日常3次元空間の中で対象の様々な物理刺激属性（距離、

奥行き、色、数量など）を処理しながら暮らしています。一般に人間の知覚

は、物理刺激属性を正確に反映していると考えられていますが、必ずしも

知覚と物理刺激は常に一致するわけではありません。画像などを観察し

たときの人間の感覚を測定し、物理刺激と測定した反応の間の関係から、

脳の処理過程がどのように行われているかを研究しています。脳内の情

報処理過程をより深く理解するために、心理物理学的測定法、生理学的測

定法、計算論的アプローチの方法を用いて研究を行っています。3次元空

間での視覚特性を利用した技術として、VR、AR、MRがあり、エンターテイ

メント（3D映画や3Dゲームなど）や医療ARなどで広く活用されてきていま

す。

http://www.vip.csse.yamaguchi-u.ac.jp/WEBサイト
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2011年 兵庫県立大学大学院環境人間学研究科博士前期課程修了
2014年 兵庫県立大学大学院環境人間学研究科博士後期課程修了
京都産業大学コンピュータ理工学部研究員、
名古屋大学大学院 情報科学研究科研究員を経て、
2016年より山口大学助教となる。

王  元元  助教
 Wang Yuanyuan

異種メディアコンテンツの融合に基づく
情報共有支援システムに関する研究

・ ｅ－ラーニング
・ ビッグデータ分析・活用
・ ウェブシステム
・ ヒューマンインタフェース

W

異種メディア横断型コミュニケーションシステム

ebページ、映像、スライド資料、SNS等のビックデータが大量に蓄

積されています。しかしながら、これらのコンテンツを効率的に検

索・閲覧することが困難であり、また、様々な知識レベルごとに提供されて

いる状況はまれであり、ユーザのレベルに応じた適切なコンテンツを取

得することは難しいです。そのため、ビックデータにおける意味理解、異種

データ間の情報統合、さらにはユーザ間のコミュニケーションを活用した

検索システムが重要であります。そこで、ビックデータの意味的特性と時

空間的特性に着目した統合分析手法、異なるコンテンツを利用するユー

ザ及びそのコミュニティの特徴・行動分析手法を検討し、情報検索や情報

推薦、可視化に関する研究を行っています。これにより、ユーザが欲しい

「情報」だけでなく豊富な知識をもつ「人」を共に発見し、それらを利活用

できるソーシャルコミュニケーションと情報共有サービスへの貢献を目指

します。

http://www.wie.csse.yamaguchi-u.ac.jp/wang/WEBサイト
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2009年より同
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、
を経て、

2005年より同

同
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・

、山口大学助教を経て、2017年より同准教授となる。

 准教授

（宇宙航空研究開発機構（JAXA）主任研究開発員）

を経て、
同

・ 計算論的神経科学
・ 脳型情報処理
・ ニューラルネットワーク
・ リモートセンシング

脳の情報処理解明から知的情報処理システムの
構築へ～社会課題の解決に向けて～

脳 に存在する神経細胞は、互いに繋がり回路を作っています。1つ1つの
細胞が発する電気信号は、その回路を通じて他の細胞に送られていま

す。私たちは日々の経験を記憶できますが、これは経験が脳の回路に書き込ま
れ、神経細胞の信号のやり取りが変化した結果だと考えられています。そのた
め、神経細胞の信号のやり取りの変化の仕組みを明らかにすることが、脳の情
報処理の解明につながります。そこで、人工的に回路を作り、その信号のやり取
りを調べるコンピュータシミュレーションを用いた研究を行っています。また、
研究で得られた知見の応用として、脳の情報処理をヒントに作られたニューラ
ルネットワーク技術の改良や人工衛星画像からの災害検出などリモートセン
シング分野における技術開発にも取り組んでいます。最終的には、脳と同じ情
報処理（脳型情報処理）を行えるコンピュータを実現し、様々な分野での社会課
題の解決に貢献したいと考えています。 2種類の神経細胞（赤と青）をドーナッツ状に配置して作成した人工的な回路例。

丸と線はそれぞれ神経細胞と神経細胞同士の一部の繋がりを表しています。
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を経て、

仕様通りに動作するソフトウェアシステムの
開発手法に関する研究

・ 数理論理学
・ 高信頼システム
・ 仕様記述・検証
・ 探索・論理・推論アルゴリズム

電

定理証明支援系によるソフトウェア検証の流れ

子商取引や交通インフラは、不具合発生による社会的な影響が大

きいため高度な信頼性が要求されます。このため開発では不具合

が混入しないように、人手による何重ものレビューと多種多様なテストが

行われます。しかし、これら人手による作業には限界があり、不具合の可能

性を完全に排除することはできません。そこで私は、ソフトウェアが仕様通

りに動作することをコンピュータによって厳密検証する「定理証明支援系」

と呼ばれるシステムの研究に取り組んでいます。コンピュータプログラムは

入力データから出力データを作る手続きを形式的な言語によって表現し

たものであり、その仕様と実装は数学的な命題と証明によって論理的に記

述することができます。定理証明支援系は数学証明が厳密に正しいことを

検証するためのシステムで、ソフトウェアプログラムが仕様通りに動作する

ことを保証するツールとしても利用されています。

http://www.csse.yamaguchi-u.ac.jp/staff/nakasho.htmlWEBサイト

2001年 京都大学理学部卒業        
2003年 京都大学大学院理学研究科修士課程修了        
株式会社エリジオン、信州大学大学院総合工学系
研究科博士課程、秋田県立大学特任助教、
大阪大学助教を経て、        
2018年より山口大学准教授となる。        

中正  和久
 Nakasho Kazuhisa

准教授

映 画やテレビでは、本物と見分けが付かないコンピュータグラ
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、 を経て、
より同

を経て、
より同
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より
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、
を経て、

より
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～（　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

機械学習によるビッグデータ分析技術の
開発とその応用

・ 機械学習
・ ニューラルネットワーク
・ 遺伝アルゴリズム
・ 知識発見とデータマイニング

人

①データベースを作成します。②機械学習（図ではディープニューラルネットワーク
の学習）を行います。③新たなデータに対する予測や検知を行います。

工知能、機械学習の研究は近年急速に進展し、画像認識などの分

野では既に人間を超える性能を示すものも現れています。本研究

では、ディープラーニングや各種機械学習手法を応用し、人間の意思決定

をサポートするシステムや実世界の様々な異常を検知するシステムの開発

を行っています。具体的には、分析対象となるデータの性質や規模に応じ

て適切な学習アルゴリズムを構築する研究や、応用として、医用画像から病

変を検知する方式、自然災害発生時に人工衛星画像から被災地域を高速

に検出する方式の研究などを行っています。ディープラーニングを含む機

械学習によって高精度な検知を行うには、正常や異常のラベルが付された

大量の教師データが通常必要ですが、本研究では、教師データなし、ある

いは少数の教師データを効率よく活用する学習アルゴリズムの開発も行っ

ており、あらゆる現場で使いやすい人工知能の実現を目指しています。

http://www.nn.csse.yamaguchi-u.ac.jp/WEBサイト

2001年 九州大学工学部卒業 
2006年 早稲田大学大学院情報生産システム研究科修了
早稲田大学理工学術院助教、
山口大学助教、同准教授を経て、
2020年より同教授となる。

間普  真吾
 Mabu Shingo

教授
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、同助手を経て、
より同
～（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

、

スマート社会における
サービスの開発手法と展開技術に関する研究

・ サービス工学
・ オントロジー
・ ソフトウェア工学
・ システムモデリング

未

IoT の環境での設計、制御、監視とフィードバックの段階を持つシステムの枠組みを
目標にしています。また、ビジュアル的なサービスプログラミングを可能にします。

来のスマート社会を創造する基盤となるInternet of Things（IoT）

あるいはモノとモノのインターネット、ソフトウェアシステム、組込

みシステム、クラウドシステムとサイバーセキュリティに注目しています。

IoTの環境では様々なデバイス、センサーとアクチュエーターがつながる大

規模でオープンなシステムが存在し、サイバーフィジカルシステムという概

念も注目になっています。サービスの要求やシステムの仕様が常に変化す

るので、迅速なサービスの展開が求められます。本研究室ではサービスを

設計し、いつでも、どこでも展開可能なシステムの枠組みを開発していま

す。数理的手法によるサービスのモデル化、オントロジーに基づく解析法と

サービスの自動化に向けてIoTのプログラミングシステムを考案します。ま

た、現場で役立つソフトウェアツールの開発とIoT環境の実装にも取り組ん

でいます。

http://www.ss.csse.yamaguchi-u.ac.jpWEBサイト

モハマド アヌアルッディン ビン アハマドン  助教
 Mohd Anuaruddin B. Ahmadon

2012年 熊本高等専門学校情報工学科卒業
2014年 山口大学工学部知能情報工学科卒業
2015年 山口大学大学院理工学研究科博士前期課程修了
2017年 山口大学大学院理工学研究科博士後期課程修了
2017年より山口大学助教となる。
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2002年
、同准教授を経て、

2017年より同教授となる。




